
 

 

 

           

補
章 

プ
ラ
ハ
・
ゴ
シ
ッ
ク
探
訪 

      

ⓒTatsuo ISHIKAWA 

 



 

 

 

 

ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
川
左
岸
地
区
（
城
地
区

フ
ラ
ッ
チ
ャ
ヌ
ィ

と
小

地

区

マ
ラ
ー
・
ス
ト
ラ
ナ

） 

 

１ 

聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖
堂 

２ 

プ
ラ
ハ
城
内
王
宮
、
ヴ
ラ
ヂ
ス
ラ
フ
・
ホ
ー
ル
、
騎
士
の
階
段 

３ 

プ
ラ
ハ
城
北
側
要
塞
（
狭
間
胸
壁
）、
火
薬
塔
（
ミ
フ
ル
カ
）、
白
塔
、
ダ
リ
ボ
ル
カ 

４ 

聖
ト
マ
ー
シ
ュ
教
会 

５ 

鎖
の
下
の
聖
母
マ
リ
ア
教
会 

６ 

カ
レ
ル
橋
、
小
地
区
橋
塔
、
旧
市
街
橋
塔 

 

ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
川
右
岸
地
区
（
旧
市
街
、
新
市
街
、
ヴ
ィ
シ
ェ
フ
ラ
ッ
ト
） 

 

７ 

聖
ア
ン
ナ
教
会 

８ 

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
礼
拝
堂
（
一
九
五
四
年
再
建
） 

９ 

聖
イ
リ
イ
ー
教
会 

１
０ 

旧
市
街
市
庁
舎 

１
１ 

石
の
鐘
の
も
と
の
家 

１
２ 

テ
ィ
ー
ン
の
前
の
聖
母
マ
リ
ア
教
会
（
テ
ィ
ー
ン
教
会
） 

１
３ 

テ
ィ
ー
ン
（
ウ
ン
ゲ
ル
ト
） 

１
４ 

聖
ヤ
ク
プ
教
会 

１
５ 

聖
霊
教
会 

１
６ 

旧
新
シ
ナ
ゴ
ー
グ 

１
７ 

聖
ア
ネ
シ
ュ
カ
修
道
院 

１
８ 

聖
ハ
シ
ュ
タ
ル
教
会 

１
９ 

聖
ク
リ
メ
ン
ト
教
会 

２
０ 

聖
ペ
ト
ル
教
会 

２
１ 

火
薬
門 

２
２ 

カ
ロ
リ
ー
ヌ
ム
（
カ
レ
ル
大
学
）
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
核 

２
３ 

聖
ハ
ヴ
ェ
ル
教
会 

２
４ 

雪
の
聖
母
マ
リ
ア
教
会 

２
５ 

壁
の
中
の
聖
マ
ル
チ
ン
教
会 

２
６ 

フ
・
オ
パ
ト
ヴ
ィ
ツ
ェ
の
聖
ミ
ハ
ル
教
会 

２
７ 

新
市
街
市
庁
舎 

２
８ 

ヴ
・
イ
ル
ハ
ー
ジ
ー
フ
の
聖
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
フ
教
会 

２
９ 

ナ
・
ズ
デ
ラ
ゼ
の
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
教
会 

３
０ 

聖
母
マ
リ
ア
教
会
と
ナ
・
ス
ロ
ヴ
ァ
ネ
フ
修
道
院
（
エ
マ
ウ
ズ
ィ
） 

３
１ 

ナ
・
ス
ル
ピ
の
聖
母
マ
リ
ア
受
胎
告
知
教
会 

３
２ 

ヴ
ィ
シ
ェ
フ
ラ
ッ
ト
の
聖
ペ
ト
ル
（
ペ
テ
ロ
）
と
パ
ヴ
ェ
ル
（
パ
ウ
ロ
）
教
会 

３
３ 

ナ
・
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
エ
の
聖
母
マ
リ
ア
と
聖
カ
ー
ル
大
帝
教
会
と
、
新
市
街
の
要
塞
の
残

り 

３
４ 

聖
ア
ポ
リ
ナ
ー
シ
ュ
教
会 

３
５ 
聖
カ
テ
ジ
ナ
教
会
の
塔 

３
６ 

聖
シ
ュ
チ
ェ
パ
ー
ン
教
会 

３
７ 

聖
イ
ン
ド
ジ
フ
教
会
と
イ
ン
ド
ジ
フ
塔 



 

3 

 

そ
の
他
（
再
び
ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
川
左
岸
地
区
） 

 

３
８ 

飢
え
の
壁 

３
９ 

ナ
・
プ
ラ
ー
ド
レ
の
聖
ヤ
ン
（
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
）
教
会 

４
０ 

ラ
ピ
ダ
リ
ウ
ム
（
石
造
彫
刻
博
物
館
） 
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一 

ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
川
左
岸
地
区
（
城
地
区

フ
ラ
ッ
チ
ャ
ヌ
ィ

と
小

地

区

マ
ラ
ー
・
ス
ト
ラ
ナ

） 

  

チ
ェ
コ
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
遺
産
は
チ
ェ
コ
各
地
に
あ
る
が
、
や
は
り
、
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
に
チ

ェ
コ
王
国
と
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
首
都
で
あ
っ
た
プ
ラ
ハ
に
は
、
突
出
し
て
多
く
の
遺
産
が

あ
る
。
た
だ
し
、
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
で
建
て
ら
れ
た
建
物
も
、
後
に
他
の
様
式
、
特
に
バ
ロ
ッ

ク
様
式
で
増
築
や
改
築
が
さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。 

 

補
章
で
は
、
プ
ラ
ハ
の
街
を
実
際
に
歩
い
て
ゴ
シ
ッ
ク
の
遺
産
を
巡
る
と
い
う
意
匠
の
も

と
に
、
プ
ラ
ハ
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
遺
産
に
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
を
網
羅

的
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
細
か
い
デ
ー
タ
を
挙
げ
る
と
煩
瑣
に
な
る
の
で
、

個
々
の
遺
産
に
つ
い
て
は
簡
潔
に
記
述
す
る
に
と
ど
め
る
。 

 

こ
の
補
章
は
、
実
際
に
プ
ラ
ハ
の
街
を
歩
く
時
の
ガ
イ
ド
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
し
、
こ
れ
を
利
用
し
て
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
の
ス
ト
リ
ー
ト
・
ビ
ュ
ー
を
用
い
た

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
ツ
ア
ー
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
実
際
に
歩
く
時
に
は
、
地
図
と

方
位
磁
石
が
必
須
だ
。
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
の
使
え
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
携
行
す
る
と
良

い
だ
ろ
う
。 

 

１ 

聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖
堂 

  

ま
ず
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
チ
ェ
コ
・
ゴ
シ
ッ
ク
最
大
の
建
造
物
で
あ
り
、
プ
ラ
ハ
の
丘

の
上
に
聳
え
て
威
容
を
見
せ
る
聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖
堂
（
聖
ヴ
ィ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
・
ヴ

ォ
イ
チ
ェ
フ
大
聖
堂
）
か
ら
訪
れ
て
み
よ
う
。 

 

聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖
堂
は
、
珍
し
い
こ
と
に
城
の
敷
地
内
に
あ
る
。
大
聖
堂
の
西
側
が
入
口

に
な
っ
て
い
る
が
、
西
側
に
は
尖
塔
の
双
塔
が
聳
え
て
い
る
。
中
央
の
門
の
上
の
テ
ィ
ン
パ

ヌ
ム
に
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
磔
刑
の
レ
リ
ー
フ
、
北
側
（
向
か
っ
て
左
側
）
の
門
の
上

の
テ
ィ
ン
パ
ヌ
ム
に
は
東
方
三
博
士
の
礼
拝
の
レ
リ
ー
フ
、
南
側
（
向
か
っ
て
右
側
）
の
門

の
上
の
テ
ィ
ン
パ
ヌ
ム
に
は
キ
リ
ス
ト
昇
天
の
レ
リ
ー
フ
が
あ
る
。
外
か
ら
は
、
中
央
の
門

の
上
に
大
き
な
薔
薇
窓
の
枠
組
み
の
模
様
が
見
え
る
が
、
中
に
入
っ
て
見
る
と
、
そ
の
薔
薇

窓
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
天
地
創
造
を
描
い
て
い
る
。
内
部
に
は
多
く
の
礼
拝
堂
、
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
、
彫
像
、
レ
リ
ー
フ
な
ど
が
あ
る
が
、
簡
単
に
配
置
を
示
す
と
、
図
五
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
図
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ト
リ
フ
ォ
リ
ウ
ム
に
は
、
上
部
に
聖
者

た
ち―

―

聖
キ
ュ
リ
ロ
ス
、
聖
メ
ト
デ
ィ
オ
ス
、
聖
ジ
ク
ム
ン
ト
、
聖
ヴ
ィ
ー
ト
、
キ
リ
ス

ト
、
聖
母
マ
リ
ア
、
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
、
聖
ル
ド
ミ
ラ
、
聖
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
フ
、
聖
プ
ロ
コ
プ

―
―

、
下
部
に
カ
レ
ル
四
世
と
そ
の
妻
を
始
め
と
す
る
王
族
た
ち
、
歴
代
の
プ
ラ
ハ
大
司
教

た
ち
、
大
聖
堂
の
建
造
者
た
ち―

―

ア
ラ
ス
の
マ
テ
ィ
ア
ー
シ
ュ
や
ペ
ト
ル
・
パ
ル
レ
ー
シ

ュ
な
ど―

―

の
多
く
の
胸
像
が
付
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
堂
々
た
る
胸
像
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
の
大
聖
堂
に
は
類
を
見
な
い
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
終
章

で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
建
物
の
内
部
と
外
部
の
随
所
に
、
動
物―

―

ラ
イ
オ
ン
、
熊
、
鷲
、

ペ
リ
カ
ン
、
鹿
、
馬
、
犬
、
猫
な
ど
実
在
の
動
物
と
、
グ
リ
フ
ォ
ン
、
キ
メ
ラ
、
ド
ラ
ゴ
ン
、

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
ユ
ニ
コ
ー
ン
な
ど
架
空
の
動
物―

―

、
植
物
、
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
グ
ロ

テ
ス
ク
な
人
間
の
顔
、
マ
ス
カ
ロ
ン
、
悪
魔
な
ど
、
興
味
深
い
彫
刻
装
飾
が
夥
し
く
付
い
て

い
る
。 
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図 

一 

聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖
堂
・
西
側 

 

図 

二 

聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖
堂
・
南
側 
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図 

三 

聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖
堂
・
東
側 

 

 

図 

四 

聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖
堂
・
北
側 
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図 

五 

聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖
堂
西
側
薔
薇
窓 

   

 

図 

六 

ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ム
ハ
（
ミ
ュ
シ
ャ
）（
一
八
六
〇
～
一
九
三
九
）
の
「
ス
ラ
ヴ
の
使

徒
・
聖
キ
ュ
リ
ロ
ス
と
メ
ト
デ
ィ
オ
ス
」
に
基
づ
く
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス 

  

再
び
外
に
出
て
南
側
に
回
る
と
、「
黄
金
の
門
」
と
い
う
入
口
が
あ
る
。
カ
レ
ル
四
世
の

時
代
に
正
面
入
口
で
あ
っ
た
こ
の
門
の
上
に
は
、
最
後
の
審
判
の
モ
ザ
イ
ク
が
あ
る
が
、
こ

こ
は
も
と
も
と
広
範
に
金
箔
が
張
ら
れ
て
輝
い
て
い
た
た
め
に
、「
黄
金
の
門
」
と
呼
ば
れ

る
。
東
側
に
回
る
と
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
大
聖
堂
の
特
徴
で
あ
る
フ
ラ
イ
ン
グ
・
バ
ッ
ト
レ
ス
（
飛

び
梁
）
が
た
く
さ
ん
突
き
出
て
い
る
の
が
見
え
る
。 

 
実
は
、
こ
の
大
聖
堂
は
、、
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
に
造
ら
れ
た
の
は
東
側
の
約
半
分
で
、
宗
教

戦
争
な
ど
に
よ
り
建
設
が
中
断
し
、
一
九
世
紀
後
半
に
な
っ
て
か
ら
建
設
が
再
開
さ
れ
て
西

側
が
造
ら
れ
、
全
体
が
完
成
し
た
の
は
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
何
と
約
五
八
〇

年
も
か
け
て
建
築
さ
れ
た
。
し
か
も
、
大
聖
堂
建
築
開
始
以
前
に
も
、
こ
こ
に
は
聖
ヴ
ァ
ー
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ツ
ラ
フ
を
祀
っ
た
ロ
ト
ン
ダ
（
円
形
聖
堂
）
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
大
聖
堂
の
内
陣
が
造
ら
れ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
大
聖
堂
の
う
ち
ゴ
シ
ッ
ク
の
部
分
は
、
内
陣
を
含
む
東
側
の
約
半
分

だ
け
で
あ
り
、
こ
の
大
聖
堂
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
う
べ
き
西
側
の
双
塔
は
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク

様
式
、
南
側
の
大
き
な
塔
の
上
部
と
中
央
部
の
短
い
塔
は
バ
ロ
ッ
ク
様
式
で
あ
る
。 

 

 

２ 

プ
ラ
ハ
城
内
王
宮
、
ヴ
ラ
ヂ
ス
ラ
フ
・
ホ
ー
ル
、
騎
士
の
階
段 

  

聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖
堂
南
側
の
「
第
三
の
中
庭
」
の
東
側
に
旧
王
宮
へ
の
入
口
が
あ
る
。
こ

こ
か
ら
中
へ
入
る
と
、
後
期
チ
ェ
コ
・
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
を
代
表
す
る
ヴ
ラ
ヂ
ス
ラ
フ
・
ホ
ー

ル
（
図
一―

一
六
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
ホ
ー
ル
脇
の
旧
議
事
堂
（
図
一

―

一
七
）
や
「
騎
士
の
階
段
」
の
ヴ
ォ
ー
ル
ト
も
興
味
深
い
。 

 

３ 

プ
ラ
ハ
城
北
側
要
塞
（
狭
間
胸
壁
）、
火
薬
塔
（
ミ
フ
ル
カ
）、
白
塔
、
ダ
リ
ボ
ル
カ 

  

聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖
堂
の
北
側
に
回
り
、
そ
こ
の
小
路
に
あ
る
北
側
へ
の
出
口
か
ら
火
薬
塔

（
ミ
フ
ル
カ
）
の
方
へ
行
く
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
に
は
要
塞
の
一
部
で
あ
る
狭
間

は

ざ

ま

胸
壁

き
ょ
う
へ
き

が

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
銃
眼
が
並
ん
で
い
る
。 

 

図 

七 

プ
ラ
ハ
城
北
側
要
塞
（
狭
間
胸
壁
）
と
火
薬
塔
（
ミ
フ
ル
カ
） 

  

聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖
堂
東
側
の
聖
イ
ジ
ー
広
場
に
面
し
た
聖
イ
ジ
ー
・
バ
シ
リ
カ
の
右
横
を

通
り
、
暫
く
行
っ
て
か
ら
左
折
し
て
進
む
と
、「
黄
金
の
小
路
」
に
至
る
。
そ
こ
を
左
に
行

く
と
、
牢
獄
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
白
塔
と
拷
問
器
具
博
物
館
が
あ
り
、
そ

こ
で
中
世
に
用
い
ら
れ
た
様
々
な
拷
問
器
具
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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図 

八 

プ
ラ
ハ
城
・
白
塔 

  

「
黄
金
の
小
道
」
の
先
に
あ
る
ダ
リ
ボ
ル
カ
は
プ
ラ
ハ
城
の
北
東
の
端
に
あ
る
が
、
城
の

敷
地
の
中
か
ら
見
る
こ
と
は
難
し
く
、
見
た
け
れ
ば
、
プ
ラ
ハ
城
の
北
に
広
が
る
「
王
の
庭

園
」
の
東
端
に
あ
る
夏
の
別
荘
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー
ル
ま
で
行
き
、
そ
の
南
側
の
展
望
テ
ラ
ス
へ

と
階
段
を
降
り
れ
ば
良
い
。 

 

図 

九 

プ
ラ
ハ
城
・
ダ
リ
ボ
ル
カ
（
下
） 

 

４ 

聖
ト
マ
ー
シ
ュ
教
会 

  

今
度
は
、
小
地
区
の
方
へ
下
り
て
行
く
。
プ
ラ
ハ
城
の
西
側
の
フ
ラ
ッ
チ
ャ
ヌ
ィ
広
場
の

東
南
端
の
建
物
の
右
を
入
り
、「
城
の
階
段
（Z

ám
eck

é sch
o
d
y

）」
を
降
り
て
、
ト
ゥ
ノ
フ

ス
カ
ー
通
り
（T

h
u
n
o
v
sk

á

）
を
ま
っ
す
ぐ
東
へ
進
む
と
、
ト
マ
ー
シ
ュ
ス
カ
ー
通
り

（T
o
m

ášsk
á

）に
突
き
当
た
る
。そ
こ
を
右
折
し
て
す
ぐ
に
レ
テ
ン
ス
カ
ー
通
り（L

eten
sk

á

）

に
出
て
か
ら
左
折
す
る
と
、
す
ぐ
に
左
に
入
る
小
路
が
あ
り
、
聖
ト
マ
ー
シ
ュ
教
会
の
塔
が

見
え
る
。
周
囲
の
道
が
狭
く
て
建
物
が
密
集
し
て
い
る
た
め
、
道
か
ら
は
教
会
の
一
部
し
か

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 
聖
ト
マ
ー
シ
ュ
教
会
は
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
に
建
築
さ
れ
た
が
、
フ
ス
戦
争
の
時
代
に
破
壊
さ

れ
て
再
建
さ
れ
た
後
、
何
度
か
改
築
さ
れ
、
現
在
の
外
観
は
バ
ロ
ッ
ク
様
式
に
な
っ
て
い
る
。 
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図 

一
〇 

聖
ト
マ
ー
シ
ュ
教
会 

 

５ 

鎖
の
下も

と

の
聖
母
マ
リ
ア
教
会 

  

聖
ト
マ
ー
シ
ュ
教
会
南
側
の
ヨ
ゼ
フ
ス
カ
ー
通
り
（Jo

sefsk
á

）
を
南
下
す
る
と
、
モ
ス
テ

ツ
カ
ー
通
り
（M

o
steck

á

）
に
突
き
当
た
る
。
そ
こ
を
左
折
し
て
少
し
行
き
、
右
折
し
て
狭

い
ラ
ー
ゼ
ニ
ス
カ
ー
通
り
（L

ázeň
sk

á

）
に
入
り
、
暫
く
行
く
と
、
左
側
に
鎖
の
下
の
聖
母

マ
リ
ア
教
会
が
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
建
物
は
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
と
バ
ロ
ッ
ク
時
代
に
改

築
さ
れ
て
い
る
。 

 

図 

一
一 

鎖
の
下
の
聖
母
マ
リ
ア
教
会 

 

６ 

カ
レ
ル
橋
、
小
地
区
橋
塔
、
旧
市
街
橋
塔 

  

ラ
ー
ゼ
ニ
ス
カ
ー
通
り
を
元
来
た
方
へ
戻
り
、
モ
ス
テ
ツ
カ
ー
通
り
に
出
た
ら
右
折
す
る

と
、
進
行
方
向
に
カ
レ
ル
橋
の
西
端
の
小
地
区
橋
塔
が
二
つ―

―

左
が
高
い
塔
、
右
が
低
い

塔―
―

見
え
る
。
低
い
方
の
橋
塔
は
、
カ
レ
ル
橋
の
前
に
あ
っ
た
ユ
デ
ィ
タ
橋
の
名
残
で
あ

る
。
そ
の
ま
ま
進
ん
で
カ
レ
ル
橋
を
渡
る
と
、
東
端
に
は
旧
市
街
橋
塔
（
図 

二―

七
）
が

あ
る
。
こ
の
塔
に
は
上
る
こ
と
が
で
き
、
上
か
ら
は
カ
レ
ル
橋
（
図
二―

六
）
や
プ
ラ
ハ
城

な
ど
を
一
望
の
も
と
に
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。 
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図 

一
二 

カ
レ
ル
橋
の
小
地
区
橋
塔
（
カ
レ
ル
橋
の
上
か
ら
見
た
と
こ
ろ
） 

 

二 

ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
川
右
岸
地
区
（
旧
市
街
、
新
市
街
、
ヴ
ィ
シ
ェ
フ
ラ
ッ
ト
） 

 

７ 

聖
ア
ン
ナ
教
会 

  

ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
川
右
岸
の
旧
市
街
に
は
ゴ
シ
ッ
ク
の
遺
産
が
多
く
、
比
較
的
密
集
し
て
い
る
。

新
市
街
に
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
比
較
的
広
い
地
域
に
散
在
す
る
の
で
、
適
宜
、
路
面
電

車
や
地
下
鉄
を
使
う
の
が
良
い
が
、
こ
こ
で
は
徒
歩
で
行
く
道
順
を
示
す
こ
と
に
す
る
。 

 

カ
レ
ル
橋
か
ら
旧
市
街
に
入
り
、
最
初
の
交
差
点
で
右
折
し
て
ス
メ
タ
ナ
河
岸
通
り

（S
m

etan
o
v
o
 n

áb
řeží

）
を
南
下
し
、
す
ぐ
に
ア
ネ
ン
ス
カ
ー
通
り
（A

n
en

sk
á

）
へ
と
左
折

し
、
ま
た
す
ぐ
に
右
折
し
て
、
少
し
開
け
た
ア
ネ
ン
ス
ケ
ー
広
場
（A

n
en

sk
é n

ám
ěstí

）
に

出
る
。
広
場
を
少
し
進
ん
で
左
折
し
、
狭
い
ズ
ラ
タ
ー
通
り
（Z

latá

）
を
東
進
す
る
と
、
正

面
に
聖
ア
ン
ナ
教
会
が
見
え
て
く
る
。 

 

 

図 

一
三 

聖
ア
ン
ナ
教
会 

 

８ 

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
礼
拝
堂
（
一
九
五
四
年
再
建
） 

  

聖
ア
ン
ナ
教
会
の
右
横
を
東
進
し
、
リ
リ
オ
ヴ
ァ
ー
通
り
（L

ilio
v
á

）
に
出
た
ら
右
折
し
、

そ
の
ま
ま
リ
リ
オ
ヴ
ァ
ー
通
り
を
南
進
す
る
と
、
ベ
ト
レ
ー
ム
ス
ケ
ー
広
場
（B

etlém
sk

é 

n
ám

ěstí
）
に
出
る
。
そ
の
左
側
に
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
礼
拝
堂
が
あ
る
。
こ
の
礼
拝
堂
は
、
前
述
の

よ
う
に
、
ヤ
ン
・
フ
ス
が
説
教
師
を
務
め
た
こ
と
で
有
名
な
礼
拝
堂
で
あ
る
が
、
現
在
の
建

物
は
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 
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図 

一
四 

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
礼
拝
堂 

 

９ 

聖
イ
リ
イ
ー
教
会 

 

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
広
場
を
東
進
し
て
フ
ソ
ヴ
ァ
通
り
（H

u
so

v
a

）
に
出
た
ら
左
折
す
る
と
、
通

り
の
右
側
に
聖
イ
リ
イ
ー
教
会
が
あ
る
。
外
観
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を
保
っ
て
い
る
が
、
内
部

は
バ
ロ
ッ
ク
様
式
で
手
直
し
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

図 

一
五 

聖
イ
リ
イ
ー
教
会 

 

１
０ 

旧
市
街
市
庁
舎 

  

そ
の
ま
ま
フ
ソ
ヴ
ァ
通
り
を
少
し
北
進
す
る
と
、
道
が
二
股
に
分
か
れ
る
の
で
、
右
の
ヤ

ロ
フ
ツ
ォ
ヴ
ァ
ー
通
り
（Jalo

v
co

v
á

）
に
入
り
、
少
し
行
っ
て
イ
ル
ス
カ
ー
通
り
（Jilsk

á

）

に
出
た
ら
、
そ
の
ま
ま
北
進
す
る
。
突
き
当
た
り
を
右
折
し
て
マ
レ
ー
広
場
（M

alé n
ám

ěstí

）

に
出
た
ら
、
そ
の
東
が
旧
市
街
広
場
で
、
そ
こ
に
旧
市
街
市
庁
舎
が
あ
る
。 
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図 

一
六 

旧
市
街
市
庁
舎 

 

１
１ 

石
の
鐘
の
も
と
の
家 

１
２ 

テ
ィ
ー
ン
の
前
の
聖
母
マ
リ
ア
教
会
（
テ
ィ
ー
ン
教
会
） 

  

旧
市
街
広
場
の
東
側
に
は
、
テ
ィ
ー
ン
教
会
の
高
い
双
塔
が
見
え
、
そ
の
手
前
左
（
北
）

に
石
の
鐘
の
も
と
の
家
が
あ
る
。
テ
ィ
ー
ン
教
会
の
手
前
に
は
建
物
が
並
ん
で
い
て
教
会
が

見
え
に
く
い
が
、
旧
市
街
市
庁
舎
の
時
計
台
の
上
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
昇
る
と
、
よ
り
良
く

見
渡
せ
る
。 

 

図 

一
七 

石
の
鐘
の
も
と
の
家
（
左
手
前
）
と
テ
ィ
ー
ン
（
の
前
の
聖
母
マ
リ
ア
）
教
会

（
右
奥
） 

 

１
３ 

テ
ィ
ー
ン
（
ウ
ン
ゲ
ル
ト
） 

  
石
の
鐘
の
も
と
の
家
の
右
側
の
細
い
テ
ィ
ー
ン
ス
カ
ー
通
り
（T

ý
n
sk

á

）
に
入
り
、
テ
ィ

ー
ン
教
会
を
右
に
見
な
が
ら
奥
へ
進
む
と
、
テ
ィ
ー
ン
（
ウ
ン
ゲ
ル
ト
）
と
呼
ば
れ
る
中
庭

に
出
る
。
こ
こ
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
に
外
国
人
商
人
の
た
め
に
作
ら
れ
た
施
設
の
名
残
で
あ

り
、
中
庭
の
回
り
に
は
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
が
あ
る
。 
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図 

一
八 

テ
ィ
ー
ン
（
ウ
ン
ゲ
ル
ト
） 

 

１
４ 

聖
ヤ
ク
プ
教
会 

  

テ
ィ
ー
ン
を
更
に
奥
へ
と
東
進
し
、
マ
ラ
ー
・
シ
ュ
ト
ゥ
パ
ル
ト
ス
カ
ー
通
り
（M

alá 

Š
tu

p
artsk

á

）
に
出
る
と
、
左
に
聖
ヤ
ク
プ
教
会
が
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
建
物
が
バ
ロ
ッ

ク
時
代
に
手
直
し
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

図 

一
九 

聖
ヤ
ク
プ
教
会 

 

１
５ 

聖
霊
教
会 

  
マ
ラ
ー
・
シ
ュ
ト
パ
ル
ト
ス
カ
ー
通
り
を
北
進
し
、
マ
ス
ナ
ー
通
り
（M

asn
á

）
に
出
た

ら
左
折
し
、
五
叉
路
に
出
た
ら
、
同
じ
方
向
の
フ
・
コ
ル
コ
ヴ
ニ
ェ
通
り
（V

 k
o
lk

o
v
n
ě

）

を
北
西
へ
と
進
む
と
、
突
き
当
た
り
に
聖
霊
教
会
が
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
建
物
が
バ
ロ

ッ
ク
時
代
に
手
直
し
さ
れ
、
そ
の
後
更
に
一
部
増
改
築
さ
れ
て
い
る
。 
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図 

二
〇 

聖
霊
教
会 

 

１
６ 

旧
新
シ
ナ
ゴ
ー
グ 

  

聖
霊
教
会
の
前
の
シ
ロ
カ
ー
通
り
（Š

iro
k
á

）
を
西
進
し
、
マ
イ
セ
ロ
ヴ
ァ
通
り

（M
aiselo

v
a

）
ま
で
来
た
ら
右
折
し
、
暫
く
北
進
す
る
と
、
旧
新
シ
ナ
ゴ
ー
グ
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
現
存
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
古
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
（
ユ
ダ
ヤ
教
の
会
堂
）
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

図 

二
一 

旧
新
シ
ナ
ゴ
ー
グ 

 

１
７ 

聖
ア
ネ
シ
ュ
カ
修
道
院 

  
聖
ア
ネ
シ
ュ
カ
修
道
院
は
チ
ェ
コ
国
立
美
術
館
中
世
美
術
分
館
と
な
っ
て
お
り
、
チ
ェ
コ

と
中
欧
の
中
世
美
術
の
宝
庫
で
あ
る
。
本
書
で
も
言
及
し
て
き
た
ト
シ
ェ
ボ
ニ
の
祭
壇
の
マ

イ
ス
タ
ー
が
描
い
た
「
美
麗
様
式
」
の
絵
画
や
、
や
は
り
「
美
麗
様
式
」
の
聖
母
子
像
や
ピ
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エ
タ
な
ど
を
展
示
し
て
お
り
、
ゴ
シ
ッ
ク
美
術
に
触
れ
た
い
者
に
と
っ
て
は
必
見
の
場
所
で

あ
る
。 

 

マ
イ
セ
ロ
ヴ
ァ
通
り
を
そ
の
ま
ま
北
進
し
、
ブ
ジ
ェ
ホ
ヴ
ァ
ー
通
り
（B

řeh
o
v
á

）
に
出
た

ら
右
折
し
、
パ
リ
通
り
（P

ařížsk
á

）
を
渡
っ
て
ビ
ー
ル
コ
ヴ
ァ
通
り
（B

ílk
o
v
a

）
を
東
進

し
、
コ
ズ
ィ
ー
通
り
（K

o
zí

）
に
突
き
当
た
っ
た
ら
左
折
し
て
北
進
す
る
。
ウ
・
ミ
ロ
ス
ル

ド
ヌ
ィ
ー
フ
通
り
（U

 m
ilo

srd
n
ý
ch

）
と
の
交
差
点
を
右
折
し
、
そ
の
ま
ま
ア
ネ
シ
ュ
ス
カ

ー
通
り
（A

n
ežsk

á

）
の
方
ま
で
来
る
と
、
聖
ア
ネ
シ
ュ
カ
修
道
院
が
あ
る
。 

 

 

図 

二
二 

聖
ア
ネ
シ
ュ
カ
修
道
院 

 

１
８ 

聖
ハ
シ
ュ
タ
ル
教
会 

  

聖
ア
ネ
シ
ュ
カ
修
道
院
の
前
の
ア
ネ
シ
ュ
ス
カ
ー
通
り
を
少
し
南
進
す
る
と
ハ
シ
ュ
タ

ル
ス
ケ
ー
広
場
（H

aštalsk
é n

ám
ěstí

）
に
出
る
が
、
そ
こ
に
聖
ハ
シ
ュ
タ
ル
教
会
が
あ
る
。

ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
建
物
が
、
バ
ロ
ッ
ク
時
代
に
火
災
に
遭
っ
た
後
、
手
直
し
さ
れ
た
。 

 

 

図 
二
三 

聖
ハ
シ
ュ
タ
ル
教
会 

 

１
９ 

聖
ク
リ
メ
ン
ト
教
会 
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聖
ハ
シ
ュ
タ
ル
教
会
の
南
側
の
ハ
シ
ュ
タ
ル
ス
カ
ー
通
り
（H

aštalsk
á

）
を
少
し
東
進
し
、

リ
ブ
ナ
ー
通
り
（R

y
b
n
á

）
へ
と
右
折
し
て
南
進
し
、
ド
ロ
ウ
ハ
ー
通
り
（D

lo
u
h
á

）
に
出

た
ら
左
折
し
て
、
大
き
な
レ
ヴ
ォ
ル
チ
ニ
ー
通
り
（R

ev
o
lu

čn
í

）
ま
で
行
く
。
通
り
を
渡
っ

て
レ
ヴ
ォ
ル
チ
ニ
ー
通
り
を
北
進
し
、
ク
リ
メ
ン
ト
カ
ス
ー
通
り
（K

lim
en

tsk
á

）
へ
と
右

折
し
て
東
進
す
る
と
、
左
に
聖
ク
リ
メ
ン
ト
教
会
が
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
建
物
が
何
度

か
手
直
し
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

図 

二
四 

聖
ク
リ
メ
ン
ト
教
会 

 

２
０ 

聖
ペ
ト
ル
教
会 

  

ク
リ
メ
ン
ト
カ
ス
ー
通
り
を
そ
の
ま
ま
東
進
し
、
サ
ム
ツ
ォ
ヴ
ァ
通
り
（S

am
co

v
a

）
へ

と
右
折
し
て
南
進
し
、
ペ
ト
ル
ス
カ
ー
通
り
（P

etrsk
á

）
ま
で
来
る
と
、
左
に
聖
ペ
ト
ル
教

会
が
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
建
物
が
何
度
か
改
築
さ
れ
て
い
る
。 

 

図 

二
五 
聖
ペ
ト
ル
教
会 
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２
１ 
火
薬
門 

  

聖
ペ
ト
ル
教
会
前
の
ビ
ス
ク
プ
ス
カ
ー
通
り
（B

isk
u
p
sk

á

）
を
南
進
し
、
ナ
・
ポ
ジ
ー
チ

ー
通
り
（N

a p
o
říčí

）
に
突
き
当
た
っ
た
ら
右
折
し
、
そ
の
ま
ま
西
へ
進
ん
で
共
和
国
広
場

（N
ám

ěstí R
ep

u
b
lik

y

）
に
出
た
ら
左
折
す
る
と
、
市
民
会
館
（O

b
ecn

í d
ů
m

）
が
見
え
、

そ
の
左
に
火
薬
門
が
あ
る
。 

 

こ
の
立
派
な
門
は
、
旧
市
街
の
市
壁
の
門
の
一
つ
が
一
四
七
五
年
に
旧
市
街
橋
塔
を
模
範

に
し
て
建
て
替
え
ら
れ
た
、
よ
り
新
し
い
後
期
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
門
で
あ
り
、
初
め
は
「
新

門
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
一
四
世
紀
末
か
ら
、
こ
の
門
に
隣
接
す
る
場
所
に
宮
廷
が
置
か
れ

て
、
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
四
世
以
降
の
チ
ェ
コ
王
た
ち
が―

―
プ
ラ
ハ
城
で
は
な
く―

―

旧
市
街

の
宮
廷
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
場
所
に
あ
る
門
の
重
要
性
も
増
し
た
。
そ
し
て

ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
家
の
ヴ
ラ
ヂ
ス
ラ
フ
二
世
が
新
し
い
門
の
礎
石
を
置
き
、
後
に
こ
の
門
は
「
王

の
塔
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヴ
ラ
ヂ
ス
ラ
フ
二
世
は
、
宗
教

的
紛
争
の
中
で
身
の
安
全
の
た
め
に
一
四
八
三
年
に
再
び
プ
ラ
ハ
城
に
移
り
、
更
に
一
四
九

〇
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
と
な
っ
て
ブ
ダ
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
こ
の
門
は
未
完
成
の
ま

ま
残
さ
れ
た
。
そ
の
後
増
築
が
な
さ
れ
た
が
、
一
八
世
紀
中
葉
に
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
に
プ
ラ
ハ

が
包
囲
さ
れ
た
際
に
被
害
を
受
け
、
そ
の
後
火
薬
庫
と
し
て
使
用
さ
れ
た
た
め
、「
火
薬
門
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
、
更
に
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に

改
築
さ
れ
た
。 

 

 

図 

二
六 

火
薬
門 

 

２
２ 

カ
ロ
リ
ー
ヌ
ム
（
カ
レ
ル
大
学
）
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
核 

  

火
薬
門
の
す
ぐ
横
を
通
っ
て
ツ
ェ
レ
ト
ナ
ー
通
り
（C

eletn
á

）
を
西
進
し
、
果
物
市
場

（O
v
o
cn

ý
 trh

）
へ
と
左
折
し
、
正
面
に
見
え
る
等
族
劇
場
（S

tav
o
v
sk

é d
iv

ad
lo

）
の
右
（
北

側
）
の
細
い
道
を
行
く
と
、
右
に
カ
ロ
リ
ー
ヌ
ム
（
カ
レ
ル
の
学
寮
）
が
あ
り
、
建
物
か
ら

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
張
り
出
し
窓
が
出
て
い
る
の
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
現
存
す
る
最
古
の
カ

レ
ル
大
学
の
建
物
で
あ
り
、
現
在
で
は
学
長
室
や
大
学
本
部
や
式
典
会
場
な
ど
を
含
む
、
カ

レ
ル
大
学
の
中
枢
部
に
な
っ
て
い
る
。 
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図 

二
七 

カ
ロ
リ
ー
ヌ
ム
（
カ
レ
ル
大
学
）
の
張
り
出
し
窓 

 

２
３ 

聖
ハ
ヴ
ェ
ル
教
会 

  

果
物
市
場
を
そ
の
ま
ま
西
進
し
、
突
き
当
た
っ
た
ら
、
建
物
の
右
側
を
回
る
よ
う
に
右
折

し
て
左
折
し
、
少
し
行
く
と
、
左
に
聖
ハ
ヴ
ェ
ル
教
会
が
あ
る
。
こ
の
教
会
も
ゴ
シ
ッ
ク
様

式
で
建
て
ら
れ
た
が
、
後
に
バ
ロ
ッ
ク
様
式
に
改
築
さ
れ
た
。 

 

 

図 

二
八 

聖
ハ
ヴ
ェ
ル
教
会 

 

２
４ 

雪
の
聖
母
マ
リ
ア
教
会 

  

聖
ハ
ヴ
ェ
ル
教
会
の
前
の
ハ
ヴ
ェ
ル
ス
カ
ー
小
路
（H

av
elsk

á u
ličk

a

）
へ
と
左
折
し
、
南

進
し
て
す
ぐ
に
リ
チ
ー
シ
ュ
ス
カ
ー
通
り
（R

y
tířsk

á

）
に
突
き
当
た
っ
た
ら
右
折
す
る
。

ナ
・
ム
ー
ス
ト
ク
通
り
（N

a m
ů
stk

u

）
へ
と
左
折
し
て
南
進
す
る
と
、
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
広
場

に
出
る
。
そ
こ
で
十
月
二
十
八
日
通
り
（2

8
. říjn

a

）
へ
と
右
折
し
て
少
し
西
進
し
、
ユ
ン
グ

マ
ン
広
場
（Ju

n
g
m

an
o
v
o
 n

ám
ěstí

）
に
出
る
と
、
広
場
の
東
側
に
雪
の
聖
母
マ
リ
ア
教
会

（
図
二―
三
・
四
）
が
あ
る
。
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
初
め
は
非
常
に
大
き
な
教
会
堂

と
し
て
計
画
さ
れ
た
が
、
そ
の
計
画
が
実
現
し
な
か
っ
た
上
、
フ
ス
戦
争
の
時
代
に
塔
や
そ
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の
他
の
部
分
が
破
壊
さ
れ
た
た
め
、
巨
大
な
教
会
堂
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

２
５ 

壁
の
中
の
聖
マ
ル
チ
ン
教
会 

  

ユ
ン
グ
マ
ン
広
場
か
ら
西
へ
と
伸
び
る
ナ
ー
ロ
ド
ニ
ー
通
り
（N

áro
d
n
í

）
を
西
進
し
、
ナ
・

ペ
ル
シ
ュ
テ
ィ
ー
ニ
ェ
通
り
（N

a P
erštý

n
ě

）
へ
と
右
折
す
る
。
少
し
進
ん
で
か
ら
マ
ル
チ

ン
ス
カ
ー
通
り
（M

artin
sk

á

）
へ
と
右
折
し
て
少
し
行
く
と
、
右
側
に
壁
の
中
の
聖
マ
ル
チ

ン
教
会
が
あ
る
。 

 

 

図 

二
九 

壁
の
中
の
聖
マ
ル
チ
ン
教
会 

 

２
６ 

フ
・
オ
パ
ト
ヴ
ィ
ツ
ィ
ー
フ
の
聖
ミ
ハ
ル
教
会 

  

再
び
ナ
ー
ロ
ド
ニ
ー
通
り
に
戻
っ
て
西
進
し
、
ミ
ク
ラ
ン
ト
ス
カ
ー
通
り
（M

ik
u
lan

d
sk

á

）

へ
と
左
折
し
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ニ
ー
通
り
（O

stro
v
n
í

）
に
突
き
当
た
っ
た
ら
右
折
し
、
す
ぐ
に

オ
パ
ト
ヴ
ィ
ツ
カ
ー
通
り
（O

p
ato

v
ick

á

）
へ
と
左
折
し
て
少
し
進
む
と
、
右
側
に
聖
ミ
ハ

ル
教
会
が
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
建
物
は
何
度
か
改
築
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

図 

三
〇 
聖
ミ
ハ
ル
教
会 
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２
７ 
新
市
街
市
庁
舎 

  

オ
パ
ト
ヴ
ィ
ツ
カ
ー
通
り
を
南
進
し
、
突
き
当
た
り
を
右
折
し
て
す
ぐ
に
チ
ェ
ル
ナ
ー
通

り
（Č

ern
á

）
へ
と
左
折
し
て
南
進
し
て
行
く
と
、
ミ
ス
リ
ー
コ
ヴ
ァ
通
り
（M

y
slík

o
v
a

）

に
出
る
。
そ
こ
を
左
折
し
て
す
ぐ
に
ス
パ
ー
レ
ナ
ー
通
り
（S

p
álen

á

）
に
突
き
当
た
っ
た
ら

右
折
す
る
と
、
そ
の
先
に
カ
レ
ル
広
場
（K

arlo
v
o
 n

ám
ěstí

）
が
あ
る
。
広
場
の
北
側
で
左

折
す
る
と
、
広
場
の
北
東
端
に
新
市
街
市
庁
舎
が
あ
る
。 

 

 

図 

三
一 

新
市
街
市
庁
舎 

 

２
８ 

ヴ
・
イ
ル
ハ
ー
ジ
ー
フ
の
聖
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
フ
教
会 

  

ミ
ス
リ
ー
コ
ヴ
ァ
通
り
の
方
へ
戻
り
、
暫
く
こ
の
通
り
を
西
進
す
る
。
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
シ
ュ

ス
カ
ー
通
り
（V

o
jtěšsk

á

）
へ
と
右
折
し
て
北
進
す
る
と
、
右
側
に
聖
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
フ
教
会

が
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
建
物
は
何
度
か
改
築
さ
れ
、
一
部
バ
ロ
ッ
ク
様
式
に
な
っ
て
い

る
。 

 

図 

三
二 
聖
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
フ
教
会 
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２
９ 
ナ
・
ズ
デ
ラ
ゼ
の
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
教
会 

  

ヴ
ォ
イ
チ
ェ
シ
ュ
ス
カ
ー
通
り
を
南
進
し
、
そ
の
ま
ま
続
く
ナ
ー
プ
ラ
ヴ
ニ
ー
通
り

（N
áp

lav
n
í

）
と
デ
ィ
ト
リ
ホ
ヴ
ァ
通
り
（D

ittrich
o
v
a

）
を
南
進
し
、
大
き
な
レ
ス
ロ
ヴ
ァ

通
り
（R

esslo
v
a

）
に
出
る
と
、
通
り
の
向
こ
う
側
の
左
角
に
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
教
会
が
あ

る
。
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
建
物
は
何
度
か
改
築
さ
れ
、
一
部
バ
ロ
ッ
ク
様
式
に
な
っ
て
い
る
。 

 

 

図 

三
三 

聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
教
会 

 

３
０ 

聖
母
マ
リ
ア
教
会
と
ナ
・
ス
ロ
ヴ
ァ
ネ
フ
修
道
院
（
エ
マ
ウ
ズ
ィ
） 

  

再
び
デ
ィ
ト
リ
ホ
ヴ
ァ
通
り
を
南
進
し
、
ナ
・
モ
ラ
ー
ニ
通
り
（N

a M
o
rán

i

）
に
突
き
当

た
っ
た
ら
左
折
し
て
進
む
と
、
カ
レ
ル
広
場
の
西
南
端
か
ら
南
に
続
く
ヴ
ィ
シ
ェ
フ
ラ
ッ
ト

ス
カ
ー
通
り
（V

y
šeh

rad
sk

á

）
に
出
る
。
そ
こ
を
南
進
し
て
暫
く
行
く
と
、
右
側
に
聖
母
マ

リ
ア
教
会
と
ナ
・
ス
ロ
ヴ
ァ
ネ
フ
修
道
院
が
見
え
て
く
る
。
教
会
の
手
前
の
小
さ
な
ナ
・
ス

ロ
ヴ
ァ
ネ
フ
通
り
（N

a S
lo

v
an

ech

）
へ
と
右
折
す
る
と
、
教
会
の
方
へ
行
け
る
。
こ
の
教

会
と
修
道
院
は
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
に
創
設
さ
れ
た
が
、
後
の
時
代
に
何
度
か
改
築
さ
れ
、
更
に

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
後
、
新
し
い
様
式
を
取
り
入
れ
て
造
り
直
さ

れ
た
た
め
、
元
の
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を
保
っ
て
い
る
の
は
一
部
で
あ
る
。 
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図 

三
四 

聖
母
マ
リ
ア
教
会
と
ナ
・
ス
ロ
ヴ
ァ
ネ
フ
修
道
院 

 

３
１ 

ナ
・
ス
ル
ピ
の
聖
母
マ
リ
ア
受
胎
告
知
教
会 

  

再
び
ヴ
ィ
シ
ェ
フ
ラ
ッ
ト
ス
カ
ー
通
り
を
南
進
す
る
と
、
道
が
分
か
れ
る
の
で
、
左
側
の

ナ
・
ス
ル
ピ
通
り
（N

a slu
p
i

）
の
方
へ
行
く
。
通
り
を
南
進
す
る
と
、
左
側
に
教
会
と
病
院

が
見
え
る
が
、
そ
の
ま
ま
南
進
す
る
と
、
右
か
ら
ス
ヴ
ォ
ボ
ド
ヴ
ァ
通
り
（S

v
o
b
od

o
v
a

）

が
合
流
す
る
所
の
少
し
先
に
、
聖
母
マ
リ
ア
受
胎
告
知
教
会
が
あ
る
。 

 

図 

三
五 

聖
母
マ
リ
ア
受
胎
告
知
教
会 

 

３
２ 

ヴ
ィ
シ
ェ
フ
ラ
ッ
ト
の
聖
ペ
ト
ル
（
ペ
テ
ロ
）
と
パ
ヴ
ェ
ル
（
パ
ウ
ロ
）
教
会 

  

ス
ヴ
ォ
ボ
ド
ヴ
ァ
通
り
に
入
っ
て
西
進
し
、
ヴ
ィ
シ
ェ
フ
ラ
ッ
ト
ス
カ
ー
通
り
か
ら
続
く

鉄
道
の
高
架
下
の
道
を
通
っ
て
暫
く
行
く
と
、
突
き
当
た
り
で
左
が
ヴ
ラ
チ
ス
ラ
ヴ
ォ
ヴ
ァ

通
り
（V

ratislav
o
v
a

）、
右
が
リ
ブ
シ
ナ
通
り
（L

ib
u
šin

a

）
通
り
に
分
か
れ
る
。
左
折
し
て

左
の
ヴ
ラ
チ
ス
ラ
ヴ
ォ
ヴ
ァ
通
り
に
入
っ
て
暫
く
上
っ
て
い
く
と
、
門
が
あ
る
。
門
の
下
を

通
っ
て
中
に
入
る
と
、
そ
こ
は
ヴ
ィ
シ
ェ
フ
ラ
ッ
ト
の
敷
地
内
で
あ
る
。
そ
の
ま
ま
フ
・
ペ

ヴ
ノ
ス
チ
通
り
（V

 p
ev

n
o
sti

）
の
坂
を
上
り
、
ク
・
ロ
ト
ゥ
ン
ヂ
ェ
通
り
（K

 ro
tu

n
d
ě

）
へ

と
右
折
し
て
進
む
と
、
右
側
に
聖
ペ
ト
ル
（
ペ
テ
ロ
）
と
パ
ヴ
ェ
ル
（
パ
ウ
ロ
）
教
会
が
あ

る
。
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
建
物
は
何
度
か
改
築
さ
れ
て
い
る
。 
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か
つ
て
ヴ
ィ
シ
ェ
フ
ラ
ッ
ト
に
は
立
派
な
城
や
教
会
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
フ
ス
戦
争
の
時

代
に
破
壊
さ
れ
た
。
ヴ
ィ
シ
ェ
フ
ラ
ッ
ト
は
現
在
、
全
体
と
し
て
城
址
公
園
に
な
っ
て
い
る
。 

 

 

図 

三
六 

聖
ペ
ト
ル
（
ペ
テ
ロ
）
と
パ
ヴ
ェ
ル
（
パ
ウ
ロ
）
教
会 

 

３
３ 

ナ
・
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
エ
の
聖
母
マ
リ
ア
と
聖
カ
ー
ル
大
帝
教
会
と
、
新
市
街
の
要
塞
の

残
り 

 

 

ク
・
ロ
ト
ゥ
ン
ヂ
ェ
通
り
を
戻
っ
て
、
フ
・
ペ
ヴ
ノ
ス
チ
通
り
に
突
き
当
た
っ
た
ら
、
今

度
は
右
折
し
て
レ
オ
ポ
ル
ト
門
の
方
へ
上
が
っ
て
い
く
。
す
ぐ
左
に
あ
る
聖
マ
ル
チ
ン
・
ロ

ト
ゥ
ン
ダ
（
円
形
聖
堂
）
を
過
ぎ
る
と
左
に
上
る
小
道
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
を
上
が
っ
て
行

く
と
、
ヴ
ィ
シ
ェ
フ
ラ
ッ
ト
の
北
東
側
の
城
壁
の
上
の
、
見
晴
ら
し
の
良
い
回
遊
路
に
出
る
。

回
遊
路
を
暫
く
進
む
と
、
北
東
方
向
に
、
新
市
街
の
要
塞
の
残
り
の
壁
と
、
そ
の
先
に
聖
母

マ
リ
ア
と
聖
カ
ー
ル
大
帝
教
会
の
丸
屋
根
が
見
え
る
。
こ
の
教
会
は
フ
ス
戦
争
の
時
代
に
破

壊
さ
れ
て
、
一
六
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
修
理
さ
れ
た
。 

 

 

図 

三
七 

聖
母
マ
リ
ア
と
聖
カ
ー
ル
大
帝
教
会
と
、
新
市
街
の
要
塞
の
残
り 

  

回
遊
路
を
そ
の
ま
ま
進
む
と
道
が
分
か
れ
る
の
で
、
下
に
降
り
る
左
側
の
小
道
を
行
く
と
、

元
来
た
フ
・
ペ
ヴ
ノ
ス
チ
通
り
に
出
る
。
元
来
た
道
を
下
っ
て
ず
っ
と
戻
っ
て
行
き
、
聖
母
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マ
リ
ア
受
胎
告
知
教
会
の
前
の
ナ
・
ス
ル
ピ
通
り
に
突
き
当
た
っ
た
ら
、
今
度
は
右
折
し
て

南
進
す
る
。
少
し
進
ん
で
か
ら
、
狭
い
ホ
ル
ス
カ
ー
通
り
（H

o
rsk

á

）
へ
と
左
折
し
、
カ
レ

ル
大
学
自
然
科
学
部
の
建
物
前
を
通
っ
て
、
先
ほ
ど
見
た
新
市
街
の
要
塞
の
残
り
の
壁
の
す

ぐ
左
側
を
進
む
。
そ
の
先
で
道
が
狭
い
階
段
に
変
わ
る
が
、
そ
の
階
段
を
上
り
、
再
び
上
の

道
（
ホ
ル
ス
カ
ー
通
り
）
に
出
て
少
し
行
く
と
、
左
に
聖
母
マ
リ
ア
と
聖
カ
ー
ル
大
帝
教
会

（
図
二―

五
）
が
あ
る
。 

 

３
４ 

聖
ア
ポ
リ
ナ
ー
シ
ュ
教
会 

  

聖
母
マ
リ
ア
と
聖
カ
ー
ル
大
帝
教
会
の
前
の
公
園
の
北
側
の
左
端
か
ら
北
へ
延
び
る
ケ
・

カ
ル
ロ
ヴ
通
り
（K

e K
arlo

vu

）
を
北
進
し
、
ア
ポ
リ
ナ
ー
シ
ュ
ス
カ
ー
通
り
（A

p
o
lin

ářsk
á

）

へ
と
左
折
し
て
暫
く
進
む
と
、
左
に
聖
ア
ポ
リ
ナ
ー
シ
ュ
教
会
が
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の

建
物
は
何
度
か
改
築
さ
れ
て
い
る
。 

 

図 

三
八 

聖
ア
ポ
リ
ナ
ー
シ
ュ
教
会 

 

３
５ 

聖
カ
テ
ジ
ナ
教
会
の
塔 

  

ア
ポ
リ
ナ
ー
シ
ュ
ス
カ
ー
通
り
を
戻
っ
て
少
し
東
進
し
、ヴ
ィ
ニ
チ
ナ
ー
通
り（V

in
ičn

á

）

へ
と
左
折
し
て
北
進
す
る
と
、
右
側
に
高
い
壁
が
続
き
、
壁
の
向
こ
う
に
緑
豊
か
な
木
々
が

生
え
て
い
る
。
そ
こ
が
広
い
神
経
科
病
院
の
敷
地
で
あ
る
。
壁
に
沿
っ
て
カ
テ
ジ
ン
ス
カ
ー

通
り
（K

ateřin
sk

á

）
へ
と
右
折
す
る
と
、
そ
の
右
側
の
壁
の
向
こ
う
に
聖
カ
テ
ジ
ナ
教
会
の

塔
が
見
え
る
。
壁
と
建
物
に
遮
ら
れ
て
い
る
た
め
、
塔
の
上
部
が
僅
か
に
見
え
る
だ
け
で
あ



 

26 

る
。
カ
レ
ル
四
世
の
時
代
に
建
て
ら
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
教
会
堂
は
フ
ス
戦
争
の
時
代
に

破
壊
さ
れ
て
塔
だ
け
が
残
り
、
そ
の
後
、
バ
ロ
ッ
ク
時
代
に
別
の
教
会
堂
が
建
て
ら
れ
た
。  

図 

三
九 

聖
カ
テ
ジ
ナ
教
会
の
塔 

 

３
６ 

聖
シ
ュ
チ
ェ
パ
ー
ン
教
会 

  

カ
テ
ジ
ン
ス
カ
ー
通
り
を
西
へ
少
し
戻
り
、
す
ぐ
に
右
折
し
て
リ
ー
ポ
ヴ
ァ
ー
（L

íp
o
v
á

）

通
り
を
北
進
し
、
大
き
な
イ
ェ
チ
ナ
ー
通
り
（Ječn

á

）
を
渡
っ
て
、
そ
の
ま
ま
シ
ュ
チ
ェ
パ

ー
ン
ス
カ
ー
通
り
（Š
těp

án
sk

á

）
を
北
進
す
る
と
、
右
側
に
聖
シ
ュ
チ
ェ
パ
ー
ン
教
会
が
あ

る
。
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
建
物
は
何
度
か
改
築
さ
れ
て
い
る
。 

 

図 

四
〇 

聖
シ
ュ
チ
ェ
パ
ー
ン
教
会 

 

３
７ 

聖
イ
ン
ド
ジ
フ
教
会
と
イ
ン
ド
ジ
フ
塔 

  

長
い
シ
ュ
チ
ェ
パ
ー
ン
ス
カ
ー
通
り
を
ず
っ
と
北
進
す
る
と
、
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
広
場
に
出

る
。
そ
こ
で
左
折
し
、
広
場
を
渡
っ
て
イ
ン
ド
ジ
シ
ュ
ス
カ
ー
通
り
（Jin

d
řišsk

á

）
へ
と
右

折
し
、
そ
の
ま
ま
東
進
す
る
と
、奥
に
イ
ン
ド
ジ
フ
塔
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
ま
ま
進
む
と
、

セ
ノ
ヴ
ァ
ー
ジ
ュ
ネ
ー
広
場
（S

en
o
v
ážn

é n
ám

ěstí

）
に
出
る
所
で
、
左
に
イ
ン
ド
ジ
フ
塔
、

右
に
聖
イ
ン
ド
ジ
フ
教
会
が
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
建
物
は
何
度
か
改
築
さ
れ
て
い
る
。 
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図 

四
一 

聖
イ
ン
ド
ジ
フ
教
会
（
手
前
）
と
イ
ン
ド
ジ
フ
塔
（
奥
） 

  

以
上
で
、
プ
ラ
ハ
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
主
な
遺
産
は
ほ
ぼ
見
た
こ
と
に
な
る
。
後
は
、
ヴ
ル
タ

ヴ
ァ
川
左
岸
地
区
に
若
干
の
遺
産
が
残
っ
て
い
る
。 

 

三 

そ
の
他 

  

再
び
プ
ラ
ハ
城
前
に
行
き
、
フ
ラ
ッ
チ
ャ
ヌ
ィ
広
場
（H

rad
čan

sk
é n

ám
ěstí

）
か
ら
始
め

る
こ
と
に
す
る
。 

 

３
８ 

飢
え
の
壁 

  

フ
ラ
ッ
チ
ャ
ヌ
ィ
広
場
の
南
西
側
の
端
か

ら
西
に
伸
び
る
ロ
レ
タ
ー
ン
ス
カ
ー
通
り

（L
o
retán

sk
á

）
を
西
進
し
、
ロ
レ
タ
ー
ン
ス
ケ

ー
広
場
（L

o
retán

sk
é n

ám
ěstí

）
と
外
務
省
の

建
物
に
な
っ
て
い
る
チ
ェ
ル
ニ
ー
ン
宮
殿
を

過
ぎ
る
と
す
ぐ
に
三
叉
路
に
出
る
の
で
、
そ
こ

を
一
八
〇
度
戻
る
よ
う
に
左
折
し
て
、
ウ
ー
ヴ

ォ
ス
通
り
（Ú

v
o
z

）
を
東
に
進
む
。
少
し
行
く

と
、
右
側
に
展
望
路
へ
の
入
口
が
あ
る
の
で
、

そ
こ
を
入
る
と
、
ペ
ト
シ
ー
ン
の
丘
に
広
大
な

公
園
が
広
が
り
、
そ
こ
か
ら
プ
ラ
ハ
の
パ
ノ
ラ

マ
を
楽
し
め
る
。
展
望
路
を
進
む
と
、
途
中
で

何
度
か
道
が
分
か
れ
る
が
、
常
に
上
の
方
の
道

を
進
み
、
階
段
を
上
が
っ
て
行
く
と
、
ペ
ト
シ

ー
ン
の
展
望
塔
に
至
る
。
そ
の
す
ぐ
南
側
に

「
飢
え
の
壁
」
が
あ
る
。
狭
間
胸
壁
な
ど
が
付

け
ら
れ
た
こ
の
壁
は
、
城
地
区
と
小
地
区
の
要

塞
の
一
部
で
あ
る
が
、
飢
饉
の
時
に
貧
民
に
仕
事
を
与

え
る
経
済
対
策
と
し
て
の
意
味
が
あ
っ
た
の
で
こ
の

名
が
付
い
た
と
言
わ
れ
る
。
当
時
の
市
街
か
ら
か
な
り
離
れ
た
場
所
に
造
ら
れ
た
の
は
、
カ

図 

四
二 

飢
え
の
壁 
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レ
ル
四
世
が
市
街
の
拡
張
を
想
定
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

３
９ 

ナ
・
プ
ラ
ー
ド
レ
の
聖
ヤ
ン
教
会 

  

展
望
塔
の
右
の
北
東
方
面
へ
、
庭
園
の
中
を
通
っ
て
勝
利
の
聖
母
マ
リ
ア
教
会
の
方
へ
向

か
う
遊
歩
道
を
下
っ
て
い
く
と
、
や
が
て
南
北
に
伸
び
る
カ
ル
メ
リ
ト
ス
カ
ー
通
り

（K
arm

elitsk
á

）
か
、
そ
れ
に
続
く
ウ
ー
イ
ェ
ス
ト
通
り
（Ú

jezd

）
に
出
る
。
ウ
ー
イ
ェ
ス

ト
通
り
を
南
進
し
、右
側
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
駅
を
過
ぎ
て
か
ら
ジ
ー
チ
ニ
ー
通
り（Ř

íčn
í

）

へ
と
左
折
し
て
少
し
行
く
と
、
左
側
に
ナ
・
プ
ラ
ー
ド
レ
の
聖
ヤ
ン
（
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
）
教

会
が
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
建
物
は
バ
ロ
ッ
ク
時
代
に
手
直
し
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

図 

四
三 

聖
ヤ
ン
（
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
）
教
会 

 

４
１
ラ
ピ
ダ
リ
ウ
ム
（
石
造
彫
刻
博
物
館
） 

  

こ
の
ほ
か
、
地
図
に
は
示
し
て
い
な
い
が
、
ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
川
を
越
え
た
プ
ラ
ハ
北
西
部
の

ブ
ベ
ネ
チ
地
区
に
あ
る
ラ
ピ
ダ
リ
ウ
ム
（
石
造
彫
刻
博
物
館
）
に
は
、
聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖
堂

の
内
陣
の
ト
リ
フ
ォ
リ
ウ
ム
に
付
い
て
い
る
胸
像
（
図
四
四
～
四
七
）
な
ど
の
ゴ
シ
ッ
ク
彫

刻
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
胸
像
は
、
本
書
の
登
場
人
物
で
あ
る
、
チ
ェ
コ
・
ゴ
シ

ッ
ク
時
代
の
重
要
人
物
た
ち
の
も
の
で
あ
る
。 

 

 
 

図 

四
四 

プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
家
の
エ
リ
シ
ュ
カ
（
カ
レ
ル
四
世
の
母
）
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

家
の
ヨ
ハ
ン
（
ヤ
ン
）（
カ
レ
ル
四
世
の
父
） 
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図 

四
五 

カ
レ
ル
四
世
と
ブ
ラ
ン
シ
ュ
（
ブ
ラ
ン
カ
）・
ヴ
ァ
ロ
ワ
（
最
初
の
妻
） 

 

 
 

図 

四
六 

ア
ラ
ス
の
マ
テ
ィ
ア
ー
シ
ュ
と
ペ
ト
ル
・
パ
ル
レ
ー
シ
ュ
（
聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖

堂
の
建
築
家
） 

 

 
 

図 

四
七 

パ
ル
ド
ゥ
ビ
ツ
ェ
の
ア
ル
ノ
シ
ュ
ト
（
初
代
プ
ラ
ハ
大
司
教
）（
上
）、
ヴ
ラ
シ

ミ
の
ヤ
ン
・
オ
チ
コ
（
第
二
代
プ
ラ
ハ
大
司
教
）（
下
左
）
と
イ
ェ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
の
ヤ
ン
（
下

右
）（
第
三
代
プ
ラ
ハ
大
司
教
） 

  


